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関
東
大
震
災
か
ら
の
演
劇
復
興
と
築
地
小
劇
場
の
興
起

永
冶
日
出
雄

http://hnagaya.net/index.htm
l

第
十
九
節

新
劇
人
の
ソ
ビ
エ
ト
訪
問
ー
小
山
内
薫
・
市
川
左
団
次
・
秋
田
雨
雀

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
年
）
ソ
ビ
エ
ト
政
府
は
革
命
十
周
年
を
記
念
し
て
、
国
交
回
復
の
功
労
者
後
藤
新
平
と
と
も
に
、
小
山
内

薫
ら
演
劇
人
を
国
賓
と
し
て
招
待
し
た
。
彼
ら
が
と
く
に
え
ら
ば
れ
た
の
は
、
日
本
に
於
け
る
新
劇
の
興
起
、
と
く
に
築
地
小
劇
場

の
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

「
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
に
お
け
る
日
本
文
化
紹
介
」（
『
日
露
年
鑑
』
昭
和
四
年
版
）。

露
国
に
は
一
九
二
五
年
（
大
正
十
四
年
）
、
日
本
を
も
含
め
て
の
諸
外
国
と
文
化
的
接
近
乃
至
連
絡
を
計
る
為
の
機
関
、
対

外
文
化
連
絡
協
会
が
設
置
さ
れ
、
盛
ん
に
こ
の
目
的
に
向
っ
て
能
動
的
に
働
き
か
け
た
。
同
じ
年
日
露
国
交
回
復
後
ま
も
な
く

日
本
に
は
新
ロ
シ
ヤ
芸
術
の
研
究
紹
介
と
両
国
芸
術
文
化
の
交
換
を
そ
の
課
題
と
す
る
日
露
芸
術
協
会
が
東
京
に
創
立
さ
れ

た
。
・
・
・

大
正
十
五
年
四
月
に
は
対
外
文
化
連
絡
協
会
の
主
催
で
モ
ス
ク
ワ
に
日
本
文
学
の
夕
べ
が
開
か
れ
、
ま
た
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
革
命

十
週
年
記
念
祭
に
は
、
秋
田
雨
雀
、
小
山
内
薫
、
米
川
正
夫
等
が
招
待
さ
れ
て
出
席
し
、
こ
と
に
秋
田
氏
は
滞
在
約
八
箇
月
の

期
間
に
露
国
芸
術
文
化
を
専
門
的
に
研
究
す
る
と
共
に
、
一
方
日
本
の
文
学
乃
至
文
化
の
紹
介
に
も
努
め
、
貢
献
す
る
と
こ
ろ

が
少
な
く
な
か
っ
た
。

『
日
露
年
鑑
』（
昭
和
四
年
版
）。
日
露
通
信
社
、
一
九
二
九
年
。
二
〇
六
ー
二
〇
七
頁
。

①
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昭
和
二
年
に
は
久
原
房
之
助
の
訪
露
が
あ
り
、
同
じ
年
の
十
二
月
に
は
後
藤
新
平
氏
一
行
の
訪
露
が
実
現
さ
れ
た
。
前
者
は

主
と
し
て
両
国
の
経
済
的
関
係
に
於
て
、
後
者
は
主
と
し
て
政
治
的
関
係
に
於
て
見
る
こ
と
も
出
来
る
が
、
然
し
両
者
就
中
後

藤
氏
の
訪
露
は
文
化
的
親
善
の
性
質
と
意
義
を
も
可
な
り
持
っ
て
い
た
こ
と
は
否
み
が
た
い
。
・
・
・

だ
が
そ
れ
ら
に
も
増
し
て
、
両
国
の
文
化
関
係
の
上
に
行
わ
れ
た
大
き
な
事
件
は
、
世
界
的
に
評
判
を
呼
ん
だ
対
外
文
化
連

絡
協
会
の
日
本
歌
舞
伎
劇
団
招
待
で
あ
っ
た
。

市
川
左
団
次
、
松
蔦
、
荒
次
郎
、
莚
升
等
を
幹
部
俳
優
と
す
る
日
本
歌
舞
伎
劇
団
は
、
一
行
四
七
名
の
大
一
座
を
組
織
し
て

遠
く
海
を
越
え
、
昭
和
三
年
八
月
モ
ス
ク
ワ
と
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
で
約
一
箇
月
に
わ
た
る
旅
興
行
を
打
っ
た
が
、
純
国
民
芸
術

と
し
て
世
界
無
比
の
歌
舞
伎
の
特
質
と
、
独
自
の
美
が
大
き
な
評
判
を
呼
び
、
殊
に
新
し
い
階
級
的
基
礎
の
上
に
そ
の
大
き
な

生
活
内
容
を
盛
る
べ
き
形
式
を
、
社
会
的
に
も
芸
術
的
に
も
熱
心
に
探
究
し
つ
つ
あ
る
露
国
民
に
、
歌
舞
伎
の
持
つ
技
術
と
形

式
の
驚
く
べ
き
完
成
が
、
必
然
的
に
大
な
る
興
味
を
与
え
、
歌
舞
伎
の
訪
露
は
非
常
な
成
功
を
博
し
た
。
こ
の
試
み
が
日
露
両

国
の
意
義
あ
る
芸
術
交
換
を
世
界
的
な
視
野
に
お
い
て
実
現
し
た
点
で
、
主
催
者
対
外
文
化
連
絡
協
会
、
劇
団
関
係
の
松
竹
合

名
会
社
並
に
市
川
左
団
次
自
身
の
残
し
た
功
績
は
極
め
て
大
き
い
も
の
が
あ
っ
た
。
①

革
命
十
周
年
記
念
の
た
め
国
賓
と
し
て
招
か
れ
た
秋
田
雨
雀
は
、
長
期
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
旅
行
を
独
自
に
計
画
し
、
早
く
も
十
月
一

日
出
国
し
た
。『
桜
の
園
』
の
邦
訳
者
米
川
正
夫
と
、『
労
農
ロ
シ
ア
の
文
化
』
の
著
者
尾
瀬
敬
止
も
十
一
月
七
日
の
革
命
記
念
日



水
品
春
樹
著
『
新
劇
去
来
ー
築
地
小
劇
場
史
〈
復
元
〉
そ
の
他
』
七
五
頁
。

①
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を
モ
ス
ク
ワ
で
迎
え
る
。
健
康
を
懸
念
さ
れ
る
小
山
内
薫
の
出
発
は
さ
ら
に
遅
れ
、
旅
程
も
二
四
日
間
に
限
定
さ
れ
た
。

こ
の
時
期
築
地
小
劇
場
は
帝
国
劇
場
へ
進
出
し
、『
役
の
行
者
』
再
演
等
を
十
五
日
間
興
行
す
る
。「
帝
劇
公
演
中
、
帝
劇
側
と

協
力
し
、
特
に
彼
の
た
め
に
専
心
前
売
キ
ッ
プ
を
捌
き
、
そ
の
一
部
を
彼
へ
の
餞
別
に
し
た
。
そ
し
て
公
演
の
千
秋
楽
の
夜
、
全
員

舞
台
に
出
て
満
員
の
観
客
の
目
前
で
彼
の
門
出
を
祝
っ
た
。
彼
の
顔
は
さ
す
が
に
包
み
き
れ
ぬ
嬉
し
さ
に
輝
い
て
い
た
。」
①

小
山
内
薫
「
滞
露
日
記
摘
要
」

（
昭
和
二
年
）
十
一
月
二
四
日

午
前
十
一
時
少
し
過
ぎ
汽
車
モ
ス
ク
ワ
に
着
く
。
Ｂ
Ｏ
Ｋ
Ｃ
（
対
外
文
化
協
会
）
の
ナ
ワ

ミ
ル
ス
キ
イ
氏
、
ア
ル
キ
ン
氏
そ
の
他
の
出
迎
え
を
受
く
。
直
に
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
入
る
。
朝
食
。

先
着
の
秋
田
、
米
川
、
尾
瀬
の
三
氏
は
Ｂ
Ｏ
Ｋ
Ｃ
の
案
内
に
て
、
各
国
代
表
と
共
に
南
露
視
察
中
な
り
。
ハ
ル
ピ
ン
よ
り
同

行
せ
る
八
幡
製
鉄
所
山
崎
利
氏
ス
ト
ル
プ
ツ
エ
へ
向
か
う
。
マ
ラ
ヤ
・
ニ
キ
ツ
カ
ヤ
の
Ｂ
Ｏ
Ｋ
Ｃ
へ
挨
拶
に
行
き
、
カ
メ
ネ
ワ

夫
人
、
ド
ク
ト
ル
・
ニ
イ
メ
ン
、
ゲ
ル
ベ
ル
夫
人
な
ど
に
会
う
。
日
本
文
芸
協
会
よ
り
Ｂ
Ｏ
Ｋ
Ｃ
並
に
全
露
作
家
へ
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
カ
メ
ネ
ワ
夫
人
に
託
す
。

帰
宿
、
少
憩
。
Ｂ
Ｏ
Ｋ
Ｃ
よ
り
電
話
。
芸
術
座
の
ス
タ
ニ
ス
ラ
ウ
ス
キ
イ
氏
、
貴
下
を
待
つ
こ
と
頻
り
な
れ
ば
、
今
夕
五
時

半
同
座
に
氏
を
訪
う
べ
し
と
な
り
。
十
三
日
間
の
汽
車
旅
行
の
疲
れ
、
一
時
に
癒
ゆ
る
心
地
す
。

定
刻
、
芸
術
座
の
楽
屋
口
を
訪
う
。
秘
書
タ
マ
ン
ツ
ォ
ワ
夫
人
、
外
出
の
装
い
に
て
現
れ
、
直
に
余
を
音
楽
研
究
所
へ
案
内
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す
。
音
楽
研
究
所
は
ネ
ミ
ロ
イ
ッ
チ
・
ダ
ン
」
チ
ェ
ン
コ
の
経
営
す
る
と
こ
ろ
な
り
と
聞
き
い
た
る
に
、
近
頃
は
ス
タ
ニ
ス
ラ

ウ
ス
キ
イ
氏
の
そ
れ
も
同
じ
場
所
に
始
め
ら
れ
た
る
な
り
。
研
究
所
の
書
斎
に
て
ス
タ
ニ
ス
ラ
ウ
ス
キ
イ
氏
に
会
う
。
十
五
年

の
久
闊
、
氏
の
頭
髪
悉
く
白
し
。
令
息
イ
ゴ
オ
ワ
、
令
嬢
キ
イ
ラ
の
消
息
を
問
え
ば
、
莞
爾
と
し
て
余
の
膝
を
打
つ
。

タ
マ
ン
ツ
ォ
ワ
夫
人
の
案
内
に
て
再
び
芸
術
座
に
帰
り
、
当
夜
の
出
し
物
『
装
甲
列
車
一
四
六
九
』
（
イ
ワ
ノ
フ
の
小
説
を

脚
色
し
た
も
の
）
を
見
る
。
十
五
年
振
り
に
チ
ェ
ホ
フ
夫
人
、
イ
シ
ネ
ウ
ス
キ
イ
、
カ
チ
ャ
ロ
フ
な
ど
を
舞
台
に
見
る
。
シ
ネ

マ
の
『
母
』（
ゴ
オ
リ
キ
イ
、
プ
ド
フ
イ
ン
）
に
て
馴
染
あ
る
バ
タ
ア
ロ
フ
を
ワ
シ
カ
の
役
に
て
見
る
。

十
一
月
二
五
日

パ
ッ
サ
ア
ジ
ュ
・
ホ
テ
ル
へ
移
る
。
午
後
六
時
Ｂ
Ｏ
Ｋ
Ｃ
の
英
語
通
訳
に
案
内
せ
ら
れ
て
、
メ
イ
エ
ル
ホ

リ
ド
氏
を
そ
の
私
宅
に
訪
う
。
夫
人
ジ
ナ
イ
ダ
・
ラ
イ
フ
に
も
会
う
。
ス
タ
ニ
ス
ラ
ウ
ス
キ
イ
氏
を
静
寂
な
山
中
の
湖
水
に
比

す
れ
ば
、
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
氏
は
、
飛
沫
面
を
撃
つ
渓
谷
の
激
流
な
り
。
会
見
一
時
間
、
神
経
悉
く
疲
る
。

辞
し
て
、
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
座
に
『
吠
え
ろ
支
那
』
を
見
る
。
歌
舞
伎
の
手
法
の
著
し
き
利
用
を
認
む
。
座
に
旧
知
の
ガ
ウ

ズ
ネ
ル
あ
り
。
幕
合
に
余
を
案
内
し
て
、
ミ
ュ
ゼ
エ
を
観
覧
せ
し
む
。
創
立
以
来
の
舞
台
模
型
、
舞
台
写
真
な
ど
悉
く
こ
こ
に

あ
り
。
因
み
に
記
す
。
ガ
ウ
ズ
ネ
ル
は
こ
の
一
座
の
一
学
生
な
り
。

十
一
月
二
六
日

夜
ト
エ
ル
ス
コ
イ
・
ブ
ウ
ル
ワ
ア
ル
の
カ
ア
メ
ル
座
を
訪
い
、
コ
オ
ネ
ン
主
役
に
て
ハ
ア
ゼ
ン
ク
レ
エ
フ

ェ
ル
の
『
ア
ン
チ
ゴ
オ
ナ
』
を
見
る
。
感
激
少
し
。
幕
合
に
タ
イ
ロ
フ
氏
に
会
う
。
氏
は
大
阪
の
若
き
実
業
家
に
見
る
が
如
き

タ
イ
プ
の
人
な
り
。

劇
終
わ
り
て
、
座
を
出
ず
。
同
行
の
ア
メ
リ
カ
婦
人
、
こ
れ
よ
り
某
工
場
の
倶
楽
部
に
シ
ニ
ヤ
ヤ
・
ブ
ル
ウ
ザ
〈
青
服
〉
を

見
ん
と
す
。
同
行
の
意
な
き
や
と
問
う
。
喜
ん
で
、
こ
れ
に
従
う
。
タ
ク
シ
を
駆
る
こ
と
半
時
間
余
、
市
の
一
端
な
る
瓦
斯
工

場
を
訪
う
。
ア
メ
リ
カ
婦
人
Ｂ
Ｏ
Ｋ
Ｃ
の
案
内
状
を
示
し
て
、
余
と
共
に
工
場
内
に
入
る
。
雪
を
踏
ん
で
行
く
こ
と
一
町
余
、
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工
場
の
奥
な
る
職
工
倶
楽
部
に
着
く
。

〈
青
服
〉
の
一
座
は
各
倶
楽
部
を
か
け
持
ち
に
廻
る
も
の
に
て
、
い
ま
だ
こ
の
倶
楽
部
に
は
到
着
せ
ず
。
そ
れ
ま
で
を
職
工

達
の
合
唱
、
音
楽
な
ど
に
て
繋
ぐ
な
り
。
カ
メ
ル
ヌ
イ
座
の
舞
台
の
冷
や
か
な
る
に
比
し
て
、
こ
の
倶
楽
部
の
空
気
の
暖
か
き

こ
と
、
誠
に
春
の
如
し
。
〈
青
服
〉
の
来
た
れ
る
は
、
夜
の
十
二
時
近
く
な
り
き
。
男
女
を
交
え
た
る
十
人
の
一
座
は
い
ず
れ

も
職
工
出
身
な
る
が
、
訓
練
宜
し
き
を
得
て
、
玄
人
も
裸
足
な
り
。
見
終
り
て
工
場
を
出
ず
。
時
は
既
に
一
時
過
ぎ
た
り
。
職

工
達
に
見
送
ら
れ
、
橇
を
駆
っ
て
帰
宿
。

十
二
月
二
日

夜
。
第
二
芸
術
座
に
ア
・
ト
ル
ス
ト
イ
の
『
雷
帝
イ
ワ
ン
の
死
』
を
見
る
。
イ
ワ
ン
は
チ
ェ
エ
バ
ン
な
り
。

こ
の
座
は
も
と
の
ネ
ヅ
ロ
ビ
ン
座
な
り
。

十
二
月
三
日

夜
。
続
け
て
第
二
芸
術
座
に
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
ル
ヒ
の
『
エ
リ
ッ
ク
十
四
世
』
を
見
る
。
主
役
は
ミ
ハ
イ
ル
・

チ
ェ
エ
ホ
フ
な
り
。
芸
の
至
れ
る
も
の
。
悉
く
感
服
。
幕
合
に
チ
ェ
エ
ホ
フ
に
会
う
。
十
五
年
前
ス
タ
ニ
ス
ラ
ウ
ス
キ
イ
邸
に

て
会
い
た
る
時
は
、
ま
だ
前
途
も
定
か
な
ら
ぬ
一
青
年
な
り
し
に
、
今
は
既
に
モ
ス
ク
ワ
第
一
の
人
気
役
者
た
り
。
余
、
久
闊

を
叙
す
る
に
チ
ェ
エ
ホ
フ
喜
ぶ
こ
と
限
り
な
し
。

こ
の
夜
、
秋
田
、
米
川
、
尾
瀬
の
三
氏
、
南
露
よ
り
帰
り
、
同
宿
す
。

十
二
月
四
日

昼
。
芸
術
座
に
『
青
い
鳥
』
を
見
る
。
「
未
来
の
国
」
「
森
」
な
ど
を
抜
き
て
、
専
ら
子
供
に
分
り
易
き
よ

う
仕
組
て
あ
り
。
そ
れ
に
し
て
も
二
十
年
近
く
打
ち
続
け
て
、
い
ま
だ
に
満
員
続
き
な
る
は
羨
ま
し
。

夜
。
革
命
劇
場
に
『
空
気
饅
頭
』
を
見
る
。
装
置
は
築
地
よ
り
遙
か
に
粗
末
な
れ
ど
、
俳
優
は
如
何
に
も
楽
々
と
演
じ
い
た

り
。
演
出
全
体
の
調
子
、
俄
式
に
て
卑
俗
な
り
。
観
客
休
み
な
く
哄
笑
す
。

十
二
月
五
日

夜
。
エ
ク
ス
ペ
リ
メ
ン
タ
ル
座
に
慈
善
臨
時
興
業
に
て
『
検
察
官
』
を
見
る
。
演
出
は
正
統
派
な
れ
ど
、
フ

- 6/54 -

レ
ス
タ
コ
フ
に
扮
せ
る
チ
ェ
エ
ホ
フ
の
新
解
釈
あ
り
。
得
る
と
こ
ろ
少
な
か
ら
ず
。

十
二
月
六
日

昼
。
二
時
、
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
座
の
楽
屋
に
て
講
演
。
日
本
劇
界
の
現
状
に
つ
い
て
話
す
。
通
訳
、
米
川
氏
。

メ
氏
の
挨
拶
あ
り
て
会
を
閉
ず
。

夜
。
グ
ラ
ノ
ウ
ス
キ
イ
氏
の
ユ
ダ
ヤ
劇
場
に
て
『
叛
逆
』
を
見
る
。
革
命
十
年
祭
当
時
の
際
物
に
て
、
十
分
グ
ラ
ノ
ウ
ス
キ
イ

氏
の
手
腕
を
見
る
こ
と
能
わ
ざ
り
し
は
遺
憾
な
り
き
。
シ
ャ
ガ
ル
の
壁
画
。

十
二
月
九
日

夜
。
小
劇
場
（
マ
ル
イ
・
テ
ア
ト
ロ
）
の
ス
ッ
ジ
ャ
ル
を
訪
い
、
カ
イ
ゼ
ル
の
『
キ
ノ
・
ロ
マ
ン
』
を
見
る
。

劇
場
も
舞
台
も
極
め
て
小
さ
し
。
然
れ
ど
も
演
出
は
清
新
な
り
。
演
出
者
カ
エ
リ
ン
君
の
将
来
期
し
て
待
つ
べ
し
。

十
二
月
十
日

夜
。
第
一
芸
術
座
に
ス
タ
ニ
ス
ラ
ウ
ス
キ
イ
氏
の
近
業
た
る
『
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
』
を
見
る
。
氏
は
こ
の
演

出
に
二
ヵ
年
の
準
備
を
要
せ
り
と
言
う
。
装
置
、
衣
裳
は
ゴ
ロ
イ
ン
氏
の
意
匠
に
て
、
十
八
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
版
画
を
見
る
が

如
し
。

観
劇
後
、
約
に
依
り
て
ピ
リ
ニ
ャ
ア
ク
氏
邸
を
訪
う
。
秋
田
、
米
川
、
尾
瀬
三
氏
同
行
な
り
。
座
に
ル
ゥ
シ
ュ
キ
イ
、
カ
チ

ャ
ロ
フ
、
チ
ェ
エ
ホ
フ
夫
人
あ
り
。
彼
女
の
頭
髪
は
悉
く
白
く
な
り
た
れ
ど
、
元
気
は
旧
に
倍
せ
り
。
よ
く
飲
み
、
よ
く
歌
う
。

午
前
三
時
辞
す
。

十
二
月
十
一
日
（
日
曜
）

昼
。
ピ
リ
ニ
ャ
ア
ク
に
誘
わ
れ
、
小
劇
場
に
オ
ス
ト
ロ
ウ
ス
キ
イ
の
『
貧
乏
は
罪
に
非
ず
』
を

見
る
。
ピ
リ
ニ
ャ
ア
ク
夫
人
、
富
豪
の
娘
を
勤
む
。
可
憐
な
り
。

夜
。
日
本
大
使
館
に
招
か
れ
、
日
本
食
も
も
て
な
し
に
あ
ず
か
る
。

十
二
月
十
二
日

夜
。
コ
オ
ガ
ン
氏
の
ア
カ
デ
ミ
イ
に
て
、
秋
田
、
米
川
、
尾
瀬
、
ア
ル
キ
ン
、
キ
ム
氏
な
ど
と
共
に
講
演
。

そ
の
題
目
は
「
日
本
演
劇
と
そ
の
将
来
」
。
通
訳
は
ロ
マ
ン
・
キ
ム
教
授
。
帰
途
ピ
リ
ニ
ャ
ア
ク
の
案
内
に
て
、
俳
優
の
倶
楽



「
滞
露
日
記
摘
要
」『
小
山
内
薫
演
劇
論
全
集
』
第
三
巻
（
築
地
小
劇
場
篇
下
）
二
七
四
ー
二
七
七
頁
。

①
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部
を
見
る
。

十
二
月
十
三
日

午
後
三
時
キ
ノ
ア
ル
ス
に
サ
ア
ツ
嬢
の
〈
子
供
の
芝
居
〉
を
見
る
。
出
し
物
は
プ
ウ
シ
ュ
キ
ン
の
短
編
を

劇
化
せ
る
も
の
。
こ
の
劇
場
の
組
織
方
針
に
つ
き
て
は
学
ぶ
べ
き
こ
と
多
し
。
サ
ア
ツ
嬢
は
天
才
と
し
て
名
高
か
り
し
作
曲
家

イ
リ
ヤ
・
サ
ア
ツ
の
姪
に
て
、
ル
ナ
チ
ャ
ル
ス
キ
イ
夫
人
と
は
、
従
姉
妹
同
志
な
り
と
言
う
。
若
く
美
し
き
人
に
て
、
専
心
こ

の
事
業
に
没
頭
し
つ
つ
あ
り
。

こ
の
夜
十
時
、
モ
ス
ク
ワ
を
辞
し
て
極
東
行
の
列
車
に
乗
る
。

①

小
山
内
の
モ
ス
ク
ワ
滞
在
は
わ
ず
か
二
十
日
間
に
し
て
、
連
日
の
観
劇
に
演
劇
人
と
の
会
見
や
会
合
で
の
講
演
が
加
わ
り
、
極
め

て
多
忙
で
あ
る
。
個
々
の
劇
団
に
つ
い
て
は
詳
細
な
手
記
三
つ
、「
ロ
シ
ヤ
で
見
た
『
空
気
饅
頭
』」、「
シ
ニ
ヤ
ヤ
・
ブ
ル
ウ
ザ
を

見
る
」、「
子
供
の
た
め
の
劇
場
」
が
遺
さ
れ
る
な
か
で
、
も
っ
と
も
精
彩
あ
る
筆
致
で
描
か
れ
る
は
、
十
一
月
二
六
日
労
働
者
施

設
で
接
し
た
巡
回
公
演
で
あ
る
。

小
山
内
薫
「
青
服
一
座
（
シ
ニ
ヤ
ヤ
・
ブ
ル
ウ
ザ
）」
を
見
る
」

見
物
席
は
も
う
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
て
い
た
。
見
物
は
職
工
及
び
職
工
の
家
族
ら
し
い
人
達
で
、
布
を
か
ぶ
っ
た
皺
く
ち
ゃ
な

婆
さ
ん
も
い
れ
ば
、
そ
ば
か
す
だ
ら
け
の
子
供
も
い
る
。
シ
ョ
オ
ル
を
か
ぶ
っ
た
若
い
女
達
も
い
れ
ば
、
真
っ
白
な
髭
を
し
た
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お
爺
さ
ん
も
い
る
と
い
う
風
で
あ
る
。
暖
房
装
置
が
充
分
で
な
い
の
で
、
い
ず
れ
も
外
套
を
着
た
ま
ま
、
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
ま

ま
、
座
席
に
つ
い
て
い
る
。
と
て
も
坐
る
席
は
な
さ
そ
う
な
の
で
、
後
ろ
の
方
に
立
っ
て
い
る
と
、
毛
糸
で
編
ん
だ
椀
の
よ
う

な
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
一
人
の
若
い
女
性
が
出
て
来
た
。
・
・
・
は
ち
切
れ
る
程
健
康
な
顔
付
き
し
た
、
目
付
き
の
可
愛
い
そ
の

女
工
は
、
私
達
を
前
の
方
に
連
れ
て
行
っ
た
。
職
工
達
は
初
め
不
思
議
そ
う
な
顔
を
し
て
私
達
を
み
た
が
、
そ
の
女
工
が
一
言

何
か
言
う
と
、
す
ぐ
に
分
っ
た
と
言
う
風
で
、
一
挙
に
歓
迎
の
微
笑
を
面
に
浮
か
べ
た
。
い
ず
れ
も
純
朴
な
、
偽
り
の
な
い
、

少
し
も
取
り
繕
っ
た
と
こ
ろ
の
な
い
人
達
で
あ
る
。
・
・
・

舞
台
に
は
大
勢
の
子
供
が
列
ん
で
、
ロ
シ
ア
の
民
謡
ら
し
い
も
の
を
歌
っ
て
い
た
。
子
供
達
は
い
ず
れ
も
こ
の
工
場
の
職
工

の
子
弟
で
、
み
ん
な
ふ
だ
ん
着
の
ル
パ
ア
シ
カ
の
ま
ま
で
あ
る
。
一
人
の
青
年
職
工
が
伴
奏
の
ピ
ア
ノ
を
弾
い
て
い
た
。
一
曲

終
え
る
毎
に
、
場
内
は
割
れ
る
よ
う
な
喝
采
で
あ
る
。
ピ
ア
ノ
の
伴
奏
者
は
、
新
し
い
合
唱
の
始
ま
る
前
に
、
一
々
立
っ
て
口

上
を
言
っ
た
。
・
・
・
私
の
隣
り
に
坐
っ
て
い
る
女
工
は
、
し
き
り
に
ド
イ
ツ
語
で
私
に
話
し
か
け
た
。
工
場
が
八
百
人
の
職

工
を
持
っ
て
い
る
こ
と
、
こ
の
労
働
者
倶
楽
部
が
も
う
五
年
か
ら
続
い
て
い
る
こ
と
、
倶
楽
部
の
費
用
が
組
合
費
か
ら
出
て
い

る
こ
と
な
ど
が
、
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
分
っ
た
。

子
供
達
の
合
唱
が
済
む
と
、
今
度
は
若
い
男
の
職
工
が
三
人
出
て
、
マ
ン
ド
リ
ン
と
ギ
タ
ー
の
合
奏
を
や
っ
た
。
こ
れ
も
大

喝
采
で
あ
る
。
そ
れ
が
済
む
と
、
今
度
は
芸
人
ら
し
い
女
が
一
人
出
て
、
独
唱
を
や
っ
た
。
こ
れ
は
ど
こ
か
ら
か
傭
っ
て
き
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
ア
リ
ア
や
ロ
オ
マ
ン
ス
は
い
さ
さ
か
職
業
的
だ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
見
物
は
喜
ん
で
喝
采
を
し
た
。
こ

の
女
が
舞
台
で
外
套
を
着
て
、
バ
ッ
グ
を
ぶ
ら
下
げ
て
、
み
ん
な
に
挨
拶
し
て
帰
る
と
、
一
時
幕
が
下
り
た
。

「
シ
ニ
ヤ
ヤ
・
ブ
ル
ウ
ザ
（
青
服
一
座
）
」
「
シ
ニ
ヤ
ヤ
・
ブ
ル
ウ
ザ
」
と
云
う
声
が
、
見
物
の
子
供
達
か
ら
起
っ
て
、
場

内
残
ら
ず
伝
わ
っ
て
行
っ
た
。
〈
シ
ニ
ヤ
ヤ
・
ブ
ル
ウ
ザ
〉
は
工
場
か
ら
工
場
を
掛
け
持
ち
し
て
歩
い
て
い
る
の
で
、
み
ん
な
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が
そ
れ
の
早
く
来
る
の
を
待
ち
望
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
併
し
、
〈
シ
ニ
ヤ
ヤ
・
ブ
ル
ウ
ザ
〉
は
な
か
な
か
来
な
か
っ
た
。
幕

間
は
十
分
と
過
ぎ
、
二
十
分
と
過
ぎ
た
。
だ
が
、
見
物
の
内
に
不
平
を
言
う
物
は
誰
も
い
な
か
っ
た
。・
・
・

す
る
と
今
度
美
し
い
女
性
の
合
唱
が
、
す
ぐ
私
の
周
囲
で
起
っ
た
。
若
い
女
工
達
で
あ
る
。
白
粉
っ
け
の
な
い
さ
っ
ぱ
り
し

た
、
如
何
に
も
健
康
そ
う
な
二
十
歳
前
ら
し
い
女
の
子
達
で
、
ル
パ
ア
シ
カ
を
来
た
一
人
の
若
い
男
が
、
片
手
で
し
き
り
に
タ

ク
ト
を
と
っ
て
い
た
。
パ
マ
リ
ヤ
ン

マ
リ
ヤ
ン

マ
リ
ヤ
ン

私
に
は
こ
う
聞
え
た
。
繰
り
返
さ
れ
る
こ
の
リ
フ
レ
イ
ン
が
、

何
と
も
言
え
な
い
美
し
い
響
き
を
場
内
に
漲
ら
せ
た
。

突
然
小
さ
い
子
供
達
の
一
団
か
ら
嬉
し
そ
う
な
金
切
り
声
が
お
こ
っ
た
。
「
来
た
、
来
た
」
「
シ
ニ
ヤ
ヤ
・
ブ
ル
ウ
ザ
、
シ

ニ
ヤ
ヤ
・
ブ
ル
ウ
ザ
が
来
た
」
「
シ
ニ
ヤ
ヤ
・
ブ
ル
ウ
ザ
」
「
シ
ニ
ヤ
ヤ
・
ブ
ル
ウ
ザ
」
男
女
を
交
え
た
十
人
ば
か
り
の
一
団

が
、
見
物
席
の
間
の
通
路
を
通
っ
て
、
舞
台
の
す
ぐ
横
の
カ
ア
テ
ン
か
ら
楽
屋
の
方
へ
入
っ
て
い
っ
た
。
み
ん
な
帽
子
外
套
の

ま
ま
で
、
一
人
が
一
つ
宛
衣
裳
の
入
っ
て
い
る
ス
ウ
ツ
ケ
イ
ス
を
提
げ
て
い
た
。
な
か
に
は
そ
の
外
に
、
ズ
ッ
ク
の
袋
に
入
れ

た
太
い
長
い
物
を
抱
え
て
き
た
も
の
も
あ
る
ー
あ
と
で
分
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
舞
台
で
使
う
小
さ
な
背
景
を
折
り
畳

ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。
大
道
具
は
い
る
の
で
も
な
け
れ
ば
、
小
道
具
が
い
る
の
で
も
な
い
。
衣
裳
屋
が
い
る
の
で
も
な
け
れ
ば
、

床
山
が
い
る
の
で
も
な
い
。
大
道
具
も
小
道
具
も
衣
裳
も
髪
も
、
み
ん
な
役
者
が
携
帯
し
て
来
る
の
で
あ
る
。
ー
こ
れ
こ
そ
本

当
の
ト
ラ
ン
ク
劇
場
で
あ
る
。

幕
が
上
が
っ
た
。
大
喝
采
で
あ
る
。
団
長
ら
し
い
額
の
広
い
年
配
の
役
者
が
、
黒
い
労
働
服
（
青
い
労
働
服
で
は
な
か
っ
た
）

を
着
け
て
出
て
来
た
。
彼
は
舞
台
鼻
に
出
て
来
て
、
何
か
言
お
う
と
し
た
が
、
ふ
と
見
物
席
の
燈
が
ま
だ
つ
い
た
ま
ま
で
あ
る

の
に
気
が
つ
い
た
。
「
見
物
席
の
燈
を
消
し
て
下
さ
い
」
彼
が
こ
う
い
う
と
、
前
の
方
に
い
る
見
物
の
一
人
が
叫
ん
だ
。
「
そ

こ
の
右
の
と
こ
ろ
に
ス
イ
ッ
チ
が
あ
る
よ
」
団
長
は
見
物
に
教
え
ら
れ
て
、
ス
イ
ッ
チ
の
方
へ
歩
い
て
行
っ
た
。
見
物
席
は
す
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ぐ
と
暗
く
な
っ
た
。
私
は
そ
の
如
何
に
も
暢
気
な
と
こ
ろ
が
、
た
ま
ら
な
く
気
に
入
っ
た
。
舞
台
に
観
客
と
の
イ
ン
チ
マ
シ
（
融

合
）
ー
演
劇
の
理
論
家
が
よ
く
こ
ん
な
こ
と
を
い
う
が
、
こ
れ
ほ
ど
の
イ
ン
チ
マ
シ
が
他
に
あ
ろ
う
か
と
思
っ
た
。

口
上
が
終
わ
る
と
、
直
ぐ
演
芸
が
始
ま
っ
た
。
う
し
ろ
は
い
つ
も
黒
幕
で
あ
る
。
役
者
は
男
も
女
も
基
本
衣
裳
は
黒
の
労
働

服
で
、
必
要
に
応
じ
て
そ
れ
に
あ
る
飾
り
を
つ
け
た
り
、
色
彩
の
あ
る
衣
裳
を
は
お
っ
た
り
す
る
。
背
景
は
極
め
て
簡
単
な
も

の
で
、
い
つ
も
そ
れ
は
役
者
が
手
で
支
え
て
い
る
。
手
で
支
え
な
が
ら
、
あ
る
ポ
オ
ズ
を
す
る
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
背
景
を
持

っ
て
踊
る
の
で
あ
る
。

歌
い
な
が
ら
踊
る
の
が
、
演
芸
の
主
な
も
も
で
あ
る
が
、
そ
の
考
案
と
熟
練
と
は
、
到
底
労
働
者
出
身
の
芸
人
と
は
思
わ
れ

ぬ
巧
み
さ
で
あ
る
。
女
の
踊
り
手
な
ど
も
、
普
通
の
オ
オ
ド
イ
ル
で
見
る
よ
う
な
、
厭
ら
し
い
媚
び
を
少
し
も
見
せ
な
い
。
男

達
は
勿
論
ま
じ
め
で
あ
る
。

最
初
に
見
た
の
は
、
資
本
主
義
の
侵
入
を
防
ぐ
と
い
う
よ
う
な
意
味
の
歌
舞
で
あ
っ
た
。
役
者
達
は
三
角
だ
の
四
角
だ
の
の

赤
い
壁
を
、
い
ろ
い
ろ
組
み
合
わ
せ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
美
し
い
集
団
的
ポ
オ
ズ
を
見
せ
た
。
そ
の
次
は
機
械
の
讃
美
で
あ
っ
た
。

舞
踊
の
主
要
な
モ
チ
イ
フ
は
機
械
の
操
縦
で
あ
る
。

そ
れ
が
済
む
と
、
男
が
二
人
出
て
「
ニ
チ
エ
ラ
オ
の
歌
」
と
で
も
い
う
よ
う
な
も
の
を
歌
っ
た
。
内
容
は
勿
論
私
に
は
分
か

ら
な
か
っ
た
が
、
歌
の
一
節
一
節
が
、「
ニ
チ
エ
ラ
オ
」
で
終
わ
る
、
そ
の
節
が
面
白
か
っ
た
。
そ
の
次
に
は
ま
た
男
が
一
人
、

黒
服
の
ま
ま
で
出
て
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
分
、
問
題
に
な
っ
て
い
た
反
対
派
の
パ
ロ
デ
ら
し
い
も
の
を
や
っ
た
。
そ
の
弁
舌
の

巧
み
な
こ
と
は
、
専
門
の
役
者
も
跣
足
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
程
だ
っ
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
こ
う
し
て
進
ん
だ
。
少
な
く
と
も
十
一
、
二
種
の
演
芸
が
次
々
に
演
ぜ
ら
れ
た
。
座
員
総
出
の
歌
舞
が
あ
っ

て
、
そ
の
晩
の
演
目
が
す
っ
か
り
終
っ
た
時
は
、
も
う
午
前
一
時
半
だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
見
物
は
そ
れ
ま
で
誰
も
立
た
な
か
っ



小
山
内
薫
「
シ
ニ
ヤ
ヤ
・
ブ
ル
ウ
ザ
を
見
る
」『
小
山
内
薫
演
劇
論
全
集
』
第
三
巻
。
二
八
〇
ー
二
八
三
頁
。

①

- 11/54 -

た
。
そ
れ
程
見
物
は
こ
の
演
芸
に
魅
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
一
個
の
侵
入
者
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
私
で
さ
え
、
団
長
の
「
今
日

は
こ
れ
ぎ
り
」
を
聞
い
て
時
分
の
時
計
を
見
る
ま
で
は
、
そ
ん
な
に
夜
が
更
け
た
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。

そ
れ
は
完
全
な
舞
台
と
観
客
と
の
融
合
で
あ
っ
た
。
し
か
も
舞
台
に
あ
く
ま
で
真
面
目
で
、
決
し
て
見
物
に
媚
び
る
よ
う
な

風
が
な
か
っ
た
。
私
は
初
め
て
真
個
の
演
劇
を
見
た
よ
う
な
気
が
し
た
。
こ
れ
に
較
べ
て
は
、
カ
ア
メ
ル
ヌ
イ
も
メ
イ
エ
ル
ホ

リ
ド
も
ま
だ
舞
台
と
観
客
と
の
〈
橋
〉
に
嘘
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
た
。

私
は
興
奮
し
な
が
ら
、
見
物
の
職
工
達
と
一
緒
に
工
場
の
倶
楽
部
を
流
れ
出
た
。
雪
が
大
勢
の
靴
の
下
で
、
賑
や
か
に
さ
く

さ
く
と
鳴
っ
た
。
そ
の
間
を
縫
い
な
が
ら
、
ス
ウ
ツ
・
ケ
イ
ス
や
ズ
ッ
ク
の
長
い
袋
を
持
っ
た
シ
ニ
ヤ
ヤ
・
ブ
ル
ウ
ザ
の
一
団

が
、
黙
々
と
し
て
急
ぎ
足
で
通
り
過
ぎ
た
。
私
は
風
邪
を
引
く
危
険
を
も
忘
れ
て
、
思
わ
ず
帽
子
を
脱
い
で
敬
意
を
表
し
た
。

私
達
の
説
明
者
で
あ
っ
た
女
工
は
、
辻
待
ち
の
橇
の
あ
る
と
こ
ろ
ま
で
私
達
を
送
っ
て
く
れ
た
。
男
の
職
工
達
五
、
六
人
も

半
分
は
好
奇
心
か
ら
、
半
分
は
親
切
か
ら
私
達
に
付
い
て
来
た
。
夜
半
の
道
は
寂
し
か
っ
た
。
併
し
、
私
達
は
賑
や
か
だ
っ
た
。

広
い
燈
の
あ
る
街
路
ら
し
い
と
こ
ろ
へ
出
る
と
、
男
の
職
工
の
一
人
が
大
き
な
声
で
橇
を
呼
ん
で
く
れ
た
。
私
達
二
人
が
橇
の

小
さ
い
腰
掛
け
に
列
ん
で
腰
を
掛
け
る
と
、
み
ん
な
が
手
を
振
っ
て
、
別
れ
を
惜
し
ん
だ
。
①

モ
ス
ク
ワ
劇
壇
の
概
況
に
つ
い
て
は
、
帰
朝
後
の
四
ヵ
月
後
機
関
誌
『
築
地
小
劇
場
』
第
五
巻
第
一
号
に
論
稿
の
前
半
が
掲
載
さ

れ
た
。
同
誌
に
は
対
外
文
化
協
会
で
撮
影
さ
れ
た
記
念
写
真
も
添
え
ら
れ
る
。
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小
山
内
薫
「
モ
ス
コ
オ
劇
壇
の
現
状
」

今
日
の
モ
ス
コ
オ
は
意
外
に
落
ち
つ
い
て
い
る
。
十
一
月
七
日
に
建
国
十
年
祭
が
あ
っ
て
、
わ
た
し
が
モ
ス
コ
オ
へ
は
い
っ

た
の
は
、
そ
の
月
の
二
四
日
だ
っ
た
が
、
も
う
お
祭
気
分
な
ど
は
何
処
に
も
見
ら
れ
な
い
で
、
民
衆
は
み
ん
な
営
々
と
し
て
各

自
の
職
務
に
つ
い
て
い
た
。
十
年
と
い
え
ば
、
さ
ほ
ど
長
い
年
月
で
は
な
い
。
何
処
か
に
ま
だ
落
ち
つ
か
ぬ
と
こ
ろ
が
あ
る
だ

ろ
う
と
想
像
し
て
行
っ
た
わ
た
し
は
、
意
外
に
す
べ
て
が
秩
序
よ
く
整
頓
し
て
い
る
の
に
驚
い
た
。

文
学
に
し
て
も
、
美
術
に
し
て
も
、
ま
た
演
劇
に
し
て
も
、
今
日
の
ロ
シ
ア
で
は
可
な
り
な
自
由
が
許
さ
れ
て
い
る
。
左
翼

の
あ
る
こ
と
は
無
論
で
あ
る
が
、
中
間
派
も
あ
れ
ば
、
右
翼
も
あ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
あ
る
部
分
の
も
の
は
、
昔
に
帰
っ
た
と

も
い
え
る
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
、
そ
れ
は
ロ
シ
ア
の
芸
術
の
退
歩
で
あ
る
か
と
言
う
と
、
決
し
て
退
歩
で
は
な
い
。
ま
た
、
反

動
で
あ
る
か
と
言
う
と
、
反
動
で
も
な
い
。
政
治
上
の
革
命
と
共
に
、
芸
術
の
上
に
も
革
命
が
起
っ
た
。
そ
れ
は
最
初
、
革
命

そ
れ
自
身
と
同
じ
よ
う
に
ミ
リ
タ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
革
命
が
成
就
さ
れ
た
。
新
し
い
社
会
生
活
が
始
ま
っ
た
。
併
し
、
も
う
こ

の
社
会
生
活
は
戦
闘
的
で
も
破
壊
的
で
も
な
い
。
建
設
的
で
あ
る
。
芸
術
上
の
運
動
も
そ
れ
と
同
じ
に
、
も
は
や
破
壊
的
で
は

な
く
て
、
建
設
的
に
な
っ
て
い
る
。
そ
う
し
て
、
そ
の
内
容
に
於
い
て
は
と
も
か
く
も
、
そ
の
形
式
に
於
い
て
は
、
古
い
芸
術

を
保
護
し
支
持
し
て
行
く
だ
け
の
余
裕
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
社
会
文
化
に
関
係
の
あ
る
政
府
の
当
局
も
、
古
い
芸
術
の
保

存
に
想
像
以
上
の
努
力
と
経
費
を
吝
ま
な
い
の
で
あ
る
。
・
・
・

先
ず
古
い
方
の
芝
居
、
即
ち
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
芝
居
の
方
を
挙
げ
る
と
、
オ
ペ
ラ
の
方
で
バ
ル
シ
ョ
イ
・
テ
ア
ト
ル
、
エ
ク

ス
ペ
リ
メ
ン
タ
ル
ヌ
イ
。
ド
ラ
マ
の
方
で
は
マ
ル
イ
・
テ
ア
ト
ル
、
美
術
座
（
芸
術
座
）
、
美
術
座
の
小
舞
台
、
ミ
ハ
イ
ル
・



- 13/54 -

チ
ェ
エ
ホ
フ
の
第
二
美
術
座
、
。
そ
れ
か
ら
カ
ア
メ
ル
ヌ
イ
・
テ
ア
ト
ル
、
こ
れ
も
古
い
に
入
れ
る
。
・
・
・
ス
タ
ニ
ス
ラ
ウ

ス
キ
イ
と
ダ
ン
チ
ェ
ン
コ
の
音
楽
研
究
所
、
こ
れ
も
古
い
方
。
テ
ア
ト
ル
・
コ
ル
シ
ュ
は
勿
論
古
い
方
だ
。
そ
れ
で
は
何
処
が

新
し
い
劇
場
か
と
い
う
と
、
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
座
、
革
命
劇
場
、
Ｍ
Ｇ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
劇
場
、
二
つ
の
諷
刺
劇
場
、
プ
ロ
レ
ッ
ト
ク
リ

ト
な
ど
で
、
こ
う
い
う
風
に
数
え
て
見
る
と
、
新
し
い
方
の
五
つ
に
対
し
て
、
古
い
方
が
十
一
も
あ
る
。
・
・
・

今
年
は
建
国
十
年
と
い
う
の
で
、
古
い
方
の
劇
場
で
も
み
ん
な
そ
の
演
目
の
内
に
、
一
つ
や
二
つ
は
十
年
祭
当
て
込
み
の
芝

居
を
出
し
て
い
る
。
例
え
ば
マ
ル
イ
・
テ
ア
ト
ル
で
は
、
『
リ
ュ
ボ
ヒ
・
ヤ
ロ
ワ
ア
ヤ
』
『
一
九
一
七
年
』
な
ど
と
い
う
芝
居

を
や
っ
て
い
た
。
第
一
美
術
座
の
如
き
で
も
、
イ
ワ
ノ
フ
の
小
説
を
脚
色
し
た
『
装
甲
列
車
一
四
六
九
』
と
い
う
よ
う
な
芝
居

を
や
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
沿
海
州
の
パ
ル
チ
ザ
ン
を
扱
っ
た
芝
居
で
、
主
人
公
の
エ
ル
シ
イ
ニ
ン
を
カ
チ
ャ
ロ
フ
が
や
っ
て
い

る
。
そ
う
い
う
風
で
あ
る
が
、
他
の
出
し
物
は
や
は
り
政
治
と
は
関
係
の
な
い
も
の
で
例
え
ば
第
一
美
術
座
な
ど
で
は
、
ス
タ

ニ
ス
ラ
ウ
ス
キ
イ
の
最
新
の
演
出
と
し
て
ボ
オ
マ
ル
セ
イ
の
『
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
』
な
ど
を
出
し
て
い
る
。
実
に
立
派
な
演
出

で
あ
る
が
、
こ
ん
な
暢
気
な
も
の
が
今
の
ロ
シ
ヤ
に
見
ら
れ
る
と
は
想
像
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
小
舞
台
の
方
で
は
、
昔
な

が
ら
の
『
ど
ん
底
』
な
ど
を
出
し
て
い
る
。
役
者
は
い
ず
れ
も
若
手
で
、
古
い
人
で
は
モ
ス
ク
イ
ン
だ
け
が
ル
カ
を
勤
め
て
い

る
く
ら
い
の
も
の
で
あ
る
。
・
・
・
第
二
美
術
座
の
方
で
は
ど
ん
な
出
し
物
を
し
て
い
る
か
と
い
う
と
、
残
虐
な
主
権
者
、
暗

愚
な
皇
帝
な
ど
の
最
後
を
扱
っ
た
史
劇
が
多
く
出
て
い
る
。
ア
レ
ク
セ
イ
・
ト
ル
ス
ト
イ
の
『
イ
ワ
ン
雷
帝
の
死
』
ス
ト
リ
ン

ド
ベ
ル
ヒ
の
『
エ
リ
ッ
ク
十
四
世
』
な
ど
が
そ
れ
で
、
そ
の
外
ミ
ハ
イ
ル
・
チ
ェ
エ
フ
の
出
し
物
と
し
て
名
高
い
も
の
に
は
『
ハ

ム
レ
ッ
ト
』
が
あ
る
。
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
『
バ
ス
テ
ィ
ユ
の
奪
略
』、
そ
ん
な
も
の
も
や
っ
て
い
る
。
・
・
・

次
が
諸
君
の
最
も
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
ら
れ
る
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
の
為
事
で
あ
る
。
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
の
為
事
は
、
相
当

小
山
内
薫
「
モ
ス
コ
オ
劇
壇
の
現
状
」『
築
地
小
劇
場
』
第
五
巻
第
一
号
（
昭
和
三
年
三
月
特
集
号
）。
一
二
ー
一
八
頁
。

①

市
川
左
団
次
著
『
左
団
次
芸
談
』
南
光
社
、
一
九
三
六
年
。
一
六
三
ー
一
六
七
頁
。

②
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細
に
見
て
来
た
つ
も
り
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
た
だ
概
観
を
述
べ
る
に
留
め
よ
う
と
思
う
。（
未
完
）

①

日
本
で
も
関
心
の
高
い
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ッ
ド
は
、
か
っ
て
彼
自
身
も
師
事
し
、
今
回
も
親
し
く
訪
れ
た
演
出
家
で
あ
る
。
し
か
し
、

左
記
の
論
稿
で
約
束
さ
れ
た
論
稿
の
後
半
は
つ
い
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
同
年
暮
に
小
山
内
は
急
逝
す
る
。

市
川
左
団
次
率
い
る
一
座
は
、
昭
和
三
年
八
月
の
一
日
か
ら
二
六
日
ま
で
モ
ス
ク
ワ
と
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
で
公
演
し
た
。
海
外
巡

業
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
モ
ス
ク
ワ
滞
在
中
の
小
山
内
薫
が
臨
ん
だ
対
外
文
化
協
会
で
の
懇
談
で
あ
る
。
帰
国
し
た
小
山
内
の
打

診
に
は
感
激
し
、
松
竹
の
社
長
大
谷
竹
二
郎
が
経
済
的
援
助
を
約
束
し
た
。
か
く
し
て
総
理
大
臣
田
中
義
一
、
駐
ロ
シ
ア
大
使
田
中

都
吉
、
後
藤
新
平
、
さ
ら
に
は
駐
日
ロ
シ
ア
大
使
ト
ロ
ヤ
ノ
フ
ス
キ
ー
お
よ
び
対
外
文
化
協
会
局
長
カ
ー
メ
ネ
フ
夫
人
等
の
配
慮
を

仰
ぎ
、
七
月
十
二
日
松
竹
副
社
長
を
団
長
と
し
て
「
歌
舞
伎
劇
海
外
進
出
の
首
途
」
に
就
い
た
。
総
勢
四
八
名
の
一
行
は
、
左
団
次

を
は
じ
め
、
松
蔦
、
荒
次
郎
、
長
十
郎
、
団
子
、
莚
升
な
ど
役
者
多
数
、
さ
ら
に
は
狂
言
役
者
、
長
唄
囃
子
連
中
、
大
道
具
・
小
道

具
、
衣
裳
方
等
々
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
。
小
山
内
も
同
行
の
希
望
を
抱
い
た
が
、
健
康
上
の
不
安
に
よ
り
自
重
し
た
。
②

左
団
次
一
座
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
公
演
（
『
左
団
次
芸
談
』

（
昭
和
三
年
）
七
月
二
六
日
午
前
十
時
十
分
、
モ
ス
ク
ワ
の
北
方
停
留
場
に
着
く
。
一
行
名
題
以
上
の
者
は
全
部
紋
付
羽
織



- 15/54 -

袴
の
礼
装
で
ホ
ー
ム
に
降
り
た
。
立
錐
の
余
地
も
無
い
出
迎
え
で
あ
る
。
・
・
・
対
外
文
化
連
絡
協
会
会
長
カ
ー
メ
ネ
フ
夫
人

と
私
と
は
先
ず
堅
い
握
手
を
交
わ
し
て
、
夫
人
か
ら
歌
舞
伎
研
究
家
コ
ン
ラ
ー
ド
教
授
の
通
訳
に
依
っ
て
一
場
の
挨
拶
が
あ
り
、

次
い
で
芸
術
科
学
学
士
会
長
コ
ー
ガ
ン
教
授
の
歓
迎
演
説
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
私
の
謝
辞
が
あ
り
、
後
藤
子
爵
の
メ

ツ
セ
ー
ジ
を
カ
ー
メ
ネ
フ
夫
人
に
手
交
し
た
。
そ
う
し
て
、
カ
メ
ラ
に
包
囲
さ
れ
な
が
ら
、
自
動
車
に
分
乗
し
て
、
一
行
の
ホ

テ
ル
と
定
め
ら
れ
た
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
旅
装
を
解
い
た
の
で
あ
っ
た
。
・
・
・

（
二
八
日
か
ら
は
）
ホ
テ
ル
で
食
堂
の
奥
の
広
間
を
使
い
、
劇
場
に
送
り
込
ん
で
あ
っ
た
薄
縁
を
取
り
寄
せ
て
、
稽
古
に
か

か
っ
た
。
二
九
日
も
朝
の
十
一
時
か
ら
稽
古
、
三
十
日
は
十
一
時
か
ら
総
浚
い
で
、
午
後
三
時
に
は
第
二
芸
術
座
の
休
憩
室
で
、

同
座
の
巡
業
に
洩
れ
て
モ
ス
ク
ワ
に
残
っ
て
ゐ
た
俳
優
諸
氏
に
依
っ
て
催
さ
れ
た
茶
話
会
に
一
同
招
待
さ
れ
た
。・
・
・

八
月
一
日
い
よ
い
よ
わ
が
国
宝
芸
術
、
歌
舞
伎
が
海
外
進
出
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
と
い
う
責
任
あ
る
大
切
の
日
で
あ
る
。

こ
の
夜
の
模
様
は
九
月
五
日
の
大
阪
朝
日
新
聞
所
載
の
記
事
（
モ
ス
ク
ワ
に
て
太
田
生
記
）
の
記
事
が
要
を
得
て
い
る
の
で
、

こ
こ
に
採
録
を
さ
せ
て
戴
く
。

会
場
の
入
口
に
は
婦
人
連
が
歌
舞
伎
座
俳
優
の
似
顔
を
描
い
た
表
紙
の
説
明
書
を
売
っ
て
い
る
。
開
幕
前
に
は
も
う
ち

ゃ
ん
と
満
員
に
な
っ
て
い
た
。
観
客
は
説
明
書
と
首
っ
引
き
で
、
階
上
の
見
物
客
な
ど
は
立
ち
上
っ
て
、
好
奇
の
の
眼
を

輝
し
て
一
心
に
見
物
し
て
い
る
。
然
し
何
と
い
っ
て
も
細
か
い
所
作
は
わ
か
ら
な
い
ら
し
く
、
気
持
を
し
っ
く
り
理
解
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
だ
。
・
・
・
〈
ハ
ラ
キ
リ
〉
に
対
し
て
最
も
興
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
と
て
、
観
衆
は
そ
の
場

面
で
最
も
緊
張
し
た
。
殊
に
由
良
之
助
が
、
仮
に
作
っ
た
花
道
か
ら
駆
け
つ
け
た
と
こ
ろ
で
そ
の
頂
点
に
達
し
た
。
今
日

モ
ス
ク
ワ
で
の
人
気
の
中
心
で
あ
る
サ
ダ
ン
ジ
が
初
め
て
舞
台
に
現
れ
た
喜
び
も
手
伝
っ
て
い
た
の
は
無
論
で
あ
る
。
先

日
は
こ
の
場
で
「
タ
カ
シ
マ
ヤ
」
と
声
を
掛
け
た
通
が
い
た
そ
う
だ
。
観
衆
は
カ
ブ
キ
の
腹
芸
に
つ
い
て
前
も
っ
て
相
当
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に
教
え
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
が
理
解
を
助
け
る
ら
し
く
、
左
団
次
の
そ
う
し
た
芸
に
あ
る
程
度
ま
で
共
鳴
し
た
よ
う
で
、

城
明
け
渡
し
か
ら
す
ぐ
に
討
ち
入
り
と
な
る
。
や
は
り
何
と
い
っ
て
も
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
バ
ラ
バ
ラ
は
大
向
う
に
受
け
て
観

客
は
大
喜
び
、
き
り
の
道
成
寺
は
美
し
い
と
こ
ろ
と
松
蔦
の
舞
踊
を
見
せ
、
そ
れ
に
出
語
り
の
三
味
線
音
楽
を
聞
か
せ
る

も
の
で
無
論
喜
ば
れ
た
が
、
し
か
し
そ
の
踊
り
の
長
い
の
に
幾
分
倦
き
気
味
で
、
か
え
っ
て
寺
坊
主
大
勢
の
軽
い
手
踊
り

が
大
受
け
で
あ
っ
た
。
私
の
意
外
に
感
じ
た
こ
と
は
、
知
識
階
級
の
多
く
が
美
し
い
道
成
寺
の
バ
レ
ー
よ
り
も
『
チ
ュ
ウ

シ
ン
グ
ラ
』
の
方
が
感
銘
が
深
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
ソ
ビ
エ
ー
ト
の
観
客
は
思
想
的
は
理
解
し
が
た
く
と
も
、

劇
そ
の
も
の
が
表
し
て
い
る
深
刻
な
感
情
と
強
い
意
志
と
を
感
じ
て
動
か
さ
れ
る
の
だ
と
言
う
。
五
日
か
ら
二
の
替
り
狂

言
と
し
て
『
三
番
奏
』『
番
町
皿
屋
敷
』
『
鳴
神
』
が
上
演
さ
れ
た
。・
・
・

八
月
十
九
日
午
前
九
時
三
十
分
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
着
。
多
数
の
出
迎
え
を
感
謝
し
、
エ
フ
ロ
ペ
イ
ス
カ
ヤ
ゴ
ス
チ
ー
ン
ニ

ツ
ア
に
投
宿
し
た
。
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
は
道
路
も
整
然
と
し
て
、
如
何
に
も
旧
都
ら
し
い
落
ち
着
き
が
あ
り
、
町
も
モ
ス
ク
ワ

よ
り
は
遙
か
に
美
し
い
。
北
欧
の
空
は
鈍
く
曇
っ
て
、
モ
ス
ク
ワ
よ
り
は
一
層
肌
寒
い
。
夜
九
時
か
ら
は
音
楽
堂
で
催
さ
れ
た

歓
迎
会
に
臨
ん
で
、
十
二
時
近
く
に
ホ
テ
ル
に
戻
っ
た
。
・
・
・

二
四
日
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ン
ス
キ
イ
ー
・
テ
ア
ト
ル
に
折
柄
公
演
中
の
モ
ス
ク
ワ
・
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
一
座
か
ら
書
信
が

寄
せ
ら
れ
た
。
「
自
分
達
は
歌
舞
伎
の
弟
子
で
あ
る
。
歌
舞
伎
一
座
が
来
演
を
さ
れ
た
の
は
、
こ
よ
な
き
機
会
で
あ
る
か
ら
、

是
非
と
も
自
分
達
の
も
の
も
観
て
も
ら
い
た
い
し
、
歌
舞
伎
に
就
い
て
の
話
も
う
か
が
い
た
い
。
然
し
、
歌
舞
伎
の
所
演
時
間

が
自
分
達
の
開
演
中
で
非
常
に
遺
憾
で
あ
る
か
ら
、
御
来
堂
の
際
に
な
に
か
一
幕
見
せ
て
は
い
た
だ
け
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
」

こ
ち
ら
と
し
て
も
彼
我
の
芸
術
を
交
換
観
劇
し
た
い
こ
と
は
や
ま
や
ま
で
あ
る
が
、
大
道
具
そ
の
他
の
関
係
か
ら
到
底
不
可

能
な
の
で
、
止
む
を
得
ざ
る
旨
を
申
し
送
る
と
、
「
で
は
、
せ
め
て
自
分
達
の
も
の
だ
け
で
も
見
て
も
ら
い
た
い
、
」
と
い
う



市
川
左
団
次
著
『
左
団
次
芸
談
』
一
七
一
、
一
七
七
ー
一
八
九
頁
。

①

- 17/54 -

好
意
あ
る
申
し
越
し
な
の
で
、
厚
く
そ
れ
を
感
謝
し
て
午
後
一
時
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ン
ス
キ
イ
ー
・
テ
ア
ト
ル
に
車
を
寄
せ
た
。

こ
こ
は
モ
ス
ク
ワ
の
ボ
リ
シ
ョ
イ
・
テ
ア
ト
ル
と
同
じ
よ
う
に
、
皇
帝
、
皇
族
お
よ
び
側
近
の
観
覧
席
、
皇
室
用
の
入
口
及
び

休
憩
室
、
洗
面
所
、
喫
茶
室
等
の
特
別
の
設
け
が
あ
っ
て
、
帝
政
時
代
の
栄
華
の
跡
を
ば
物
語
っ
て
い
た
。
観
客
席
は
千
五
百

人
、
四
階
に
分
れ
て
美
し
く
配
列
さ
れ
て
い
る
。

開
演
に
先
立
っ
て
舞
台
の
上
を
「
歓
迎
歌
舞
伎
一
行
、
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
一
座
」
と
、
日
本
字
で
書
い
た
ボ
ー
ル
ド
が
、
下

手
か
ら
上
手
に
通
る
と
、
代
表
者
の
歓
迎
の
辞
が
あ
っ
て
、
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
一
座
の
俳
優
養
成
法
の
型
、
す
な
わ
ち
同
座
の

モ
ッ
ト
ー
「
複
雑
な
る
も
の
を
最
も
単
純
な
る
形
式
で
表
現
す
る
」
同
座
の
演
技
術
の
型
を
見
せ
、
次
い
で
エ
レ
ン
ブ
ル
グ
作

『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
滅
亡
』
の
水
兵
の
場
面
、
ゴ
ー
ゴ
リ
作
『
検
察
官
』
の
ラ
ブ
シ
ー
ン
、
オ
ス
ト
ロ
ー
フ
ス
キ
イ
作
『
森
』
を

演
じ
た
。
い
ず
れ
も
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
式
の
演
出
法
に
よ
る
も
の
で
、
『
森
』
に
は
わ
が
花
道
の
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
見
ら

れ
、
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
滅
亡
』
の
水
兵
は
軍
艦
か
ら
実
際
の
水
兵
が
来
演
を
し
た
の
で
あ
っ
た
。
一
座
の
人
達
と
記
念
撮
影
を

し
て
同
劇
場
を
辞
し
、
夜
は
二
の
替
り
と
し
て
『
番
町
皿
屋
敷
』
『
三
番
奏
』
『
鳴
神
』
を
上
演
し
て
、
病
気
全
快
の
松
蔦
が

本
役
で
出
演
を
し
た
。
①

左
団
次
一
座
の
ひ
と
り
河
原
崎
長
十
郎
の
自
伝
に
も
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
巡
業
の
模
様
が
懐
か
し
く
語
ら
れ
る
が
、
と
く
に
注
目
し
た

の
は
映
画
監
督
エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
の
交
流
で
あ
る
。
彼
の
代
表
作
『
戦
艦
ポ
チ
ュ
ム
キ
ン
』
を
視
聴
し
た
日
本
人
の
証
言
の

山
田
和
夫
「
日
本
に
お
け
る
『
戦
艦
ポ
チ
ュ
ム
キ
ン
』
の
運
命
」（『
エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
全
集
』
第
二
巻
。
キ
ネ
マ
旬
報
社
、

①

一
九
七
四
年｡

一
四
一
ー
一
五
四
頁
。）
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な
か
で
、
長
十
郎
ら
の
体
験
は
も
っ
と
も
古
い
時
期
に
相
当
す
る
。
帝
政
ロ
シ
ア
に
お
け
る
水
兵
の
反
乱
を
活
写
し
た
こ
の
フ
ィ
ル

ム
は
、
大
正
十
五
年
横
浜
税
関
で
検
閲
試
写
に
付
さ
れ
、
輸
入
禁
止
と
し
て
送
還
さ
れ
て
い
た
。
第
二
次
大
戦
後
も
ア
メ
リ
カ
の
占

領
政
策
で
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
映
画
は
制
約
さ
れ
、
上
映
促
進
の
運
動
が
幾
多
進
め
ら
れ
る
。
よ
う
や
く
昭
和
三
四
年
二
月
横
浜
で
初
の
映

写
会
が
横
浜
で
行
わ
れ
、
同
年
夏
ま
で
に
全
国
七
六
ヵ
所
で
二
二
万
人
が
視
聴
し
た
。

長
十
郎
の
回
想
の
な
か
に
は
、『
忠
臣

①

蔵
』
を
凝
視
す
る
エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
歌
舞
伎
分
析
も
含
ま
れ
る
。

「
エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
の
交
流
」（
河
原
崎
長
十
郎
著
『
ふ
り
か
え
っ
て
前
へ
進
む
』）

わ
た
し
が
エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
を
初
め
て
見
た
の
は
、
モ
ス
ク
ワ
の
第
二
芸
術
座
で
し
た
。
わ
た
し
が
第
二
芸
術
座
で
舞

台
稽
古
を
し
て
い
ま
す
と
、
座
席
の
真
ん
中
に
坊
主
頭
の
蛸
入
道
み
た
い
な
先
生
が
坐
っ
て
、
一
生
懸
命
メ
モ
を
と
り
な
が
ら

舞
台
稽
古
を
み
て
い
る
ん
で
す
。
浅
利
慶
太
の
親
父
さ
ん
の
浅
利
鶴
雄
さ
ん
が
、
左
団
次
さ
ん
の
秘
書
と
し
て
同
行
し
て
い
た

ん
で
す
が
、
彼
は
い
ろ
い
ろ
新
劇
の
ほ
う
も
、
映
画
の
ほ
う
も
詳
し
い
も
ん
で
す
か
ら
、
舞
台
の
袖
で
わ
た
し
が
舞
台
稽
古
を

み
て
い
る
と
、
「
虎
ち
ゃ
ん
、
虎
ち
ゃ
ん
、
あ
の
ね
、
あ
の
真
ん
中
に
い
る
蛸
入
道
み
た
い
な
あ
い
つ
が
、
す
ご
い
監
督
な
ん

だ
よ
、
エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
っ
て
い
う
ん
だ
け
れ
ど
も
ね
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
で
第
一
の
監
督
な
ん
だ
」
と
教
え
て
く
れ
て
、
初

め
て
舞
台
の
袖
か
ら
、
客
席
で
頑
張
っ
て
い
る
エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
先
生
を
垣
間
見
た
わ
け
で
す
。



- 19/54 -

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
対
外
文
化
協
会
の
招
待
で
「
わ
が
国
で
い
ち
ば
ん
い
い
映
画
を
観
せ
ま
す
か
ら
、
み
な
さ
ん
お

出
で
く
だ
さ
い
」
と
い
う
こ
と
で
、
『
戦
艦
ポ
チ
ュ
ム
キ
ン
』
を
見
に
ゆ
き
ま
し
た
。
文
化
協
会
の
責
任
者
は
カ
メ
ネ
フ
っ
て

い
う
婦
人
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
面
白
い
で
す
ね
、
ト
ロ
ッ
キ
イ
の
妹
な
ん
で
す
。
ト
ロ
ッ
キ
イ
は
追
放
さ
れ
た
わ
け

で
す
が
、
そ
の
あ
と
で
も
カ
メ
ネ
フ
は
ま
だ
文
化
協
会
の
責
任
者
を
や
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。
『
戦
艦
ポ
チ
ュ
ム
キ
ン
』
は
、

み
な
な
ん
も
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
ト
ー
キ
ー
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
ピ
ア
ノ
が
一
台
伴
奏
の
た
め
に
部
屋
に
置
い

て
あ
り
ま
し
た
。
一
行
四
十
何
人
で
見
た
わ
け
で
す
。
ピ
ア
ノ
の
伴
奏
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
し
、
映
画
も
あ
あ
い
う
映
画
で
、

日
本
で
は
そ
れ
ま
で
見
た
こ
と
が
な
い
よ
う
な
激
し
い
闘
争
の
映
画
で
す
か
ら
、
わ
た
し
だ
と
か
市
川
団
子
（
の
ち
の
三
世
段

四
郎
）
君
は
す
っ
か
り
感
激
し
ち
ゃ
っ
て
、
終
わ
っ
た
ら
「
わ
あ
っ
！
」
と
い
う
ん
で
、
立
ち
あ
が
っ
て
手
を
拍
っ
て
喜
ん
じ

ゃ
っ
た
ん
で
す
。・
・
・

エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
特
に
歌
舞
伎
好
き
だ
っ
た
よ
う
で
、
当
時
は
小
型
カ
メ
ラ
が
全
然
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
キ
ャ
ビ
ネ

の
組
み
立
て
の
暗
箱
で
舞
台
を
写
し
た
り
、
楽
屋
へ
も
写
場
を
こ
し
ら
え
て
、
時
分
で
監
督
し
な
が
ら
、
あ
あ
こ
う
と
い
う
ポ

ー
ズ
を
と
ら
せ
て
、
俳
優
の
ス
チ
ー
ル
を
撮
影
し
て
い
ま
し
た
。・
・
・

わ
た
し
は
そ
の
後
、
英
独
仏
を
旅
し
て
、
十
月
に
再
び
モ
ス
ク
ワ
に
帰
っ
て
、
彼
の
案
内
で
ス
タ
ジ
オ
を
訪
問
し
た
こ
と
が

あ
る
ん
で
す
。
ち
ょ
う
ど
『
新
し
い
も
の
と
古
い
も
の
』
と
い
う
第
二
作
を
撮
っ
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
時
は
『
戦
艦

ポ
チ
ュ
ム
キ
ン
』
同
様
、
俳
優
は
全
然
使
わ
な
か
っ
た
ん
で
す
。
第
三
作
の
『
イ
ワ
ン
雷
帝
』
か
ら
俳
優
を
使
い
始
め
た
ん
で

す
。
・
・
・
エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
ま
た
、
役
者
を
使
う
の
に
溌
剌
と
し
て
い
な
が
ら
、
そ
の
な
か
に
柔
ら
か
み
と
優
し
さ

が
あ
り
ま
し
た
。
コ
ム
ソ
モ
ー
ル
の
女
の
子
が
、
新
し
い
機
械
の
と
こ
ろ
で
居
眠
り
を
し
て
い
な
が
ら
、
そ
の
夢
が
新
し
い
社

会
へ
向
か
っ
て
と
い
う
場
面
だ
っ
た
ら
し
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
俳
優
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
い
っ
て
、
肩
の
と
こ
ろ
か
ら
身
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体
を
柔
か
く
し
て
安
心
し
て
、
と
い
う
ふ
う
に
労
り
な
が
ら
、
俳
優
に
の
び
の
び
と
演
技
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
ん
で
す
。
そ

う
い
う
場
面
を
み
て
、
わ
た
し
は
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
・
・
・

「
あ
な
た
は
歌
舞
伎
を
非
常
に
よ
く
研
究
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
け
れ
ど
も
、
あ
な
た
は
趣
味
と
し
て
歌
舞
伎
が
好
き
な
ん

で
す
か
、
そ
れ
と
も
あ
な
た
の
お
仕
事
と
関
係
が
あ
る
の
で
す
か
」
と
い
う
ふ
う
に
切
り
こ
ん
で
質
問
し
て
み
た
ん
で
す
。「
や

あ
、
僕
は
歌
舞
伎
に
つ
い
て
趣
味
や
な
ん
か
じ
ゃ
な
い
。
僕
の
仕
事
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
歌
舞
伎
は
非
常
に
長

い
間
か
か
っ
て
洗
練
さ
れ
た
美
し
い
芸
術
で
す
。
た
と
え
ば
、
『
忠
臣
蔵
』
の
四
段
目
、
左
団
次
の
由
良
之
助
は
、
城
を
没
収

さ
れ
て
、
長
い
間
起
き
伏
し
し
て
い
た
懐
か
し
い
城
を
去
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
自
分
が
育
て
て
き
た
塩
冶
判
官
は
切
腹
し
て
し

ま
っ
た
。
そ
の
無
念
を
心
に
懐
い
て
去
っ
て
行
く
。
こ
こ
が
私
の
考
え
で
は
、
非
常
に
優
れ
た
ト
ー
キ
ー
の
効
果
を
表
わ
し
て

い
る
場
面
だ
と
思
う
。
ー
初
め
の
段
階
で
は
、
左
団
次
の
由
良
之
助
が
静
々
と
立
っ
て
、
そ
の
懐
か
し
い
城
を
後
に
、
日
本
独

特
の
花
道
へ
歩
き
だ
し
て
い
く
。
す
る
と
舞
台
の
中
に
仕
組
ま
れ
て
い
た
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
（
竹
本
）
が
そ
の
心
を
表
す
よ
う
な

音
律
で
三
味
線
を
弾
い
て
い
く
。
そ
れ
に
合
わ
せ
な
が
ら
左
団
次
は
動
き
だ
し
、
舞
台
の
端
に
来
た
と
き
に
、
引
道
具
の
城
が

二
，
三
間
奥
へ
引
か
れ
た
。
そ
れ
を
見
送
り
な
が
ら
、
彼
は
花
道
へ
歩
き
出
し
て
い
っ
た
。
そ
の
瞬
間
に
そ
の
セ
ッ
ト
が
奥
へ

遠
ざ
か
っ
て
、
さ
ら
に
左
団
次
と
の
距
離
が
ひ
ら
い
て
い
く
。
左
団
次
は
憂
愁
さ
を
胸
に
深
め
な
が
ら
城
を
離
れ
、
花
道
へ
さ

し
か
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
城
を
振
り
返
り
、
耐
え
ら
れ
な
い
気
持
で
ひ
れ
伏
し
て
し
ま
う
。
そ
う
す
る
と
、
そ
こ
に
は
緑
と
黒

と
柿
色
の
定
式
幕
が
引
か
れ
た
。
観
客
は
左
団
次
の
心
に
非
常
に
共
鳴
す
る
。
つ
ま
り
、
目
に
見
え
て
い
る
城
と
い
う
存
在
が
、

観
客
の
想
像
力
の
世
界
へ
入
っ
て
行
く
。
今
度
は
そ
こ
へ
長
唄
三
味
線
が
現
れ
て
、
前
に
比
べ
て
非
常
に
旋
律
の
細
い
三
味
線

の
音
色
を
奏
で
て
く
る
。
左
団
次
は
再
び
立
ち
上
が
っ
て
、
細
い
三
味
線
に
合
わ
せ
て
、
一
歩
一
歩
と
城
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い

く
。
観
客
は
そ
う
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
目
に
見
え
て
い
た
城
で
あ
る
と
か
、
実
際
に
遠
ざ
か
っ
て
い
く
城
と
の
距
離
で
あ
る



河
原
崎
長
十
郎
著
『
ふ
り
か
え
っ
て
前
へ
進
む
』
講
談
社
、
一
九
八
一
年
。
一
三
六
ー
一
四
六
頁
。
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と
か
を
、
全
部
遮
蔽
さ
れ
た
幕
の
外
で
、
左
団
次
の
由
良
之
助
の
心
の
中
へ
引
き
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
心
理
状
態
が
動
い
て
い

く
。
そ
れ
で
一
足
二
足
見
返
り
な
が
ら
、
つ
い
に
終
わ
り
に
思
い
切
っ
て
、
客
席
の
真
ん
中
の
花
道
を
通
っ
て
、
揚
げ
幕
へ
入

っ
て
し
ま
う
。
そ
う
す
る
と
今
度
は
、
憂
愁
さ
を
ぬ
ぐ
い
去
る
よ
う
に
、
小
さ
い
太
鼓
の
音
が
こ
の
幕
の
終
わ
っ
た
こ
と
を
知

ら
せ
、
そ
し
て
拍
子
木
の
析
の
音
が
「
チ
ョ
ー
ン
」
と
こ
の
幕
を
締
め
く
く
る
。
こ
れ
で
終
わ
っ
た
と
観
客
は
正
常
な
心
理
へ

戻
る
の
で
す
。
な
ん
と
素
晴
ら
し
い
ト
ー
キ
ー
の
原
理
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。」
①

〔
未
完
〕


